
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ

が
完
全
解
禁
さ
れ
る
。
定
期
性

預
金
に
加
え
て
普
通
預
金
に
つ
い
て
も
一

千
万
円
を
超
え
る
元
本
・
利
子
は
預
金

保
険
の
保
護
対
象
と
は
さ
れ
な
く
な
る
。

預
金
者
は
金
融
機
関
の
経
営
や
財
務
内

容
を
十
分
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、「
預
金
の
安

全
」
を
自
ら
守
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関

は
競
争
を
通
じ
て
経
営
健
全
度
を
高
め

る
と
い
う
趣
旨
だ
。

だ
が
、
前
回
の
部
分
解
禁
（
〇
二
年

四
月
、
定
期
性
預
金
の
み
）
の
時
と
比

べ
て
、
今
回
は
ペ
イ
オ
フ
解
禁
に
伴
う
大

掛
か
り
な
資
金
シ
フ
ト
は
ど
う
や
ら
起

こ
り
そ
う
に
な
い
。
前
回
は
七
〇
兆
〜

一
〇
〇
兆
円
の
資
金
が
動
い
た
と
さ
れ
、

保
護
対
象
か
ら
外
れ
た
定
期
預
金
か
ら

普
通
預
金
へ
の
シ
フ
ト
が
目
立
っ
た
。
ま

た
、
金
融
不
安
の
影
響
で
地
域
金
融
機

関
か
ら
都
市
銀
行
へ
、
大
口
預
金
の
複
数

機
関
へ
の
分
散
小
口
化
が
進
ん
だ
。

当
時
と
比
べ
て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安

が
大
幅
に
後
退
し
た
こ
と
、
三
年
前
の

ペ
イ
オ
フ
解
禁
で
預
金
分
散
等
の
対
応

策
が
か
な
り
進
ん
だ
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
、
家
計
の
個
人
マ
ネ
ー
に
限
っ
て
言

え
ば
、
資
金
移
動
は
一
〇
兆
〜
二
〇
兆

円
程
度
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

決
済
用
資
金
の
安
全
の
た
め
、
四
月

以
降
も
全
額
保
護
さ
れ
る
「
決
済
用
預

金
」
が
創
設
さ
れ
た
が
、
こ
ち
ら
は
無
利

息
。
当
座
預
金
を
開
け
な
い
中
小
事
業

者
や
個
人
な
ど
が
対
象
だ
が
、
金
利
ゼ
ロ

は
や
は
り
心
理
的
障
害
に
な
る
。
金
融

機
関
側
も
預
金
は
設
け
て
も
、
ペ
イ
オ
フ

対
策
と
い
う
形
で
は
積
極
的
に
売
り
込

む
気
配
は
な
さ
そ
う
だ
。

と
は
い
え
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
を
機
に
少

な
か
ら
ぬ
資
金
が
動
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
大
手
銀
行
な
ど
に
比
べ
て
経
営
基

盤
の
弱
い
一
部
地
銀
や
不
良
債
権
比
率

の
高
い
信
金
・
信
組
に
と
っ
て
は
、
預
金

者
の
資
金
移
動
は
大
き
な
脅
威
だ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
こ
で
郵
貯
を
含
め
た
預
貯
金

の
世
界
を
眺
め
る
と
、
興
味
深
い
現
象

に
気
付
く
。
郵
貯
の
定
額
貯
金
か
ら
の

資
金
流
出
だ
。
家
計
の
預
貯
金
残
高
は

〇
四
年
九
月
末
に
初
め
て
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
に
転
じ
た
。
従
来
な
ら
解
約
後
の

定
額
貯
金
の
受
け
皿
は
民
間
預
金
で
あ

っ
た
が
、そ
の
流
れ
は
明
ら
か
に
変
化
し
、

こ
こ
一
〜
二
年
は
銀
行
預
金
に
シ
フ
ト

し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

郵
貯
の
定
額
貯
金
（
一
〇
年
）
大
量

満
期
は
過
去
に
も
あ
っ
た
が
、
今
回
は
九

四
〜
九
五
年
当
時
の
高
金
利
（
複
利

三
％
台
）
時
に
預
け
ら
れ
た
貯
金
の
満

期
償
還
に
当
た
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
量

償
還
が
〇
五
年
四
月
か
ら
の
ペ
イ
オ
フ
実

施
と
見
事
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

郵
貯
の
預
入
上
限
は
一
千
万
円
。
そ

れ
を
超
え
た
部
分
や
償
還
後
の
資
金
流

出
分
は
一
体
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
。

か
つ
て
は
株
式
市
場
へ
流
れ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
今
は
個
人
向
け
国
債
に
向
か
っ
て

い
る
。
も
と
も
と
金
利
感
応
度
の
高
い

資
金
の
た
め
、
超
低
金
利
の
銀
行
預
金

は
嫌
わ
れ
、
ま
し
て
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
で

預
金
保
護
も
限
定
的
と
な
れ
ば
、
当
然

の
成
り
行
き
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
と
、
〇
五

年
中
の
郵
貯
か
ら
の
資
金
流
出
は
六
兆

円
規
模
に
達
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。
ペ

イ
オ
フ
実
施
に
伴
う
資
金
シ
フ
ト
と
は

別
に
、
溢
れ
出
た
郵
貯
マ
ネ
ー
が
銀
行

預
金
で
は
な
く
別
の
世
界
に
流
出
す
る

と
す
れ
ば
、
日
本
の
預
貯
金
の
減
少
傾

向
は
当
分
止
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

実
際
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
に
ほ
と
ん
ど
不

安
の
な
い
大
手
メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
、
決
済

用
預
金
の
P
R
よ
り
も
む
し
ろ
個
人
向

け
国
債
や
投
資
信
託
の
販
売
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

小
泉
内
閣
は
、
財
政
再
建
を
旗
印
に

す
る
一
方
、
巨
額
の
国
債
発
行
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、
個
人
向
け
国
債
の
消

化
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
〇
五
年
度
の

発
行
計
画
は
わ
ず
か
三
・
六
兆
円
に
す

ぎ
な
い
が
、
郵
貯
残
高
の
減
少
に
対
応
し

て
、
お
そ
ら
く
発
行
額
は
増
額
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

小
泉
内
閣
が
掲
げ
る
「
郵
政
民
営
化
」

は
、
本
来
な
ら
「
官
か
ら
民
へ
」
の
は
ず

だ
が
、
定
額
貯
金
の
よ
う
な
有
利
な
金

融
商
品
を
将
来
完
全
に
廃
止
す
る
の
か

ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
だ
か
ら
、

ペ
イ
オ
フ
解
禁
を
き
っ
か
け
に
郵
貯
資
金

が
自
然
に
国
債
に
向
か
う
の
は
実
は
あ

り
が
た
い
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

預
金
者
に
厳
し
い
対
応
を
迫
り
、
民
間

金
融
機
関
の
「
選
別
」
を
進
め
る
ペ
イ
オ

フ
解
禁
は
確
か
に
必
要
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
一
方
で
郵
貯
と
い
う
「
官
」
の
あ

り
方
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
本
当
に
「
官

か
ら
民
へ
」
資
金
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
い

く
の
か
を
し
っ
か
り
見
て
い
か
な
け
れ
ば

公
正
な
見
方
と
は
言
え
な
い
。
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